
集
会
は
原
子
書
記
長
の
司
会

で
開
会
し
、
主
催
者
を
代
表
し

大
沼
委
員
長
は
、
地
方
本
部
が

抱
え
る
課
題
と
取
組
等
に
つ
い

て
述
べ
た
。

続
い
て
東
日
本
本
部
渡
辺
法

対
部
長
が
、
Ｊ
Ｒ
が
抱
え
る
様
々

な
諸
課
題
と
問
題
点
を
指
摘
し

た
後
、
エ
ル
ダ
ー
制
度
に
つ
い

て
は
、
「
会
社
は
社
員
の
活
躍

の
場
で
あ
り
、
良
い
制
度
と
言
っ

て
い
る
が
、
労
働
実
態
は
劣
悪

で
課
題
が
山
積
。
一
方
で
会
社

も
問
題
意
識
は
あ
り
、
本
部
本

社
間
、
G
会
社
と
本
部
と
の
交

渉
の
模
索
と
強
化
を
し
て
い
く
。

エ
リ
ア
本
部
で
は
、
首
都
圏
で

は
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
と
の
交
渉
を
強
化

し
て
い
る
が
、
他
G
会
社
と
の

窓
口
を
開
き
テ
ー
ブ
ル
に
着
か

せ
る
取
組
み
も
強
化
し
て
い
く
」

と
今
後
の
決
意
を
述
べ
た
。

次
に
千
葉
組
織
部
長
が
、
地

方
本
部
管
内
に
お
け
る
組
織
等

の
現
状
と
課
題
克
服
に
向
け
た

取
組
み
と
教
訓
等
を
紹
介
し
、

更
な
る
奮
闘
を
要
請
し
た
。

そ
の
後
の
職
場
実
態
交
流
で

は
、
厳
し
い
エ
ル
ダ
ー
・
出
向

先
職
場
環
境
の
報
告
と
、
そ
の

改
善
の
取
組
み
の
強
化
を
促
す

意
見
が
多
く
出
さ
れ
た
。

宮
城
県
支
部

山
田
書
記
長

低
賃
金
で
高
離
職
率

▼
Ｔ
Ｓ
Ｓ
に
出
向
、
常
磐
線
山

下
駅
に
勤
務
。
エ
ル
ダ
ー
は
10

月
1
日
か
ら
。
Ｔ
Ｓ
Ｓ
は
、
基

本
給
14
万
円
程
度
。
昇
給
は
5

年
に
一
回
。
社
員
等
の
形
態
は

様
々
だ
が
、
全
く
同
じ
業
務
。

手
当
や
制
度
に
格
差
が
あ
り
不

満
が
渦
巻
い
て
い
る
。

▼
駅
の
業
務
委
託
は
今
後
も
進

め
る
と
会
社
は
明
言
。
仙
台
駅

み
ど
り
の
窓
口
も
い
ず
れ
は
委

託
化
す
る
と
し
て
い
る
。

▼
労
働
者
は
同
じ
職
場
で
同
じ

業
務
、
た
だ
賃
金
だ
け
が
大
変

な
格
差
。
バ
カ
ら
し
く
な
る
の

で
は
。
離
職
率
が
高
く
、
既
に

15
人
程
退
職
。
だ
が
Ｊ
Ｒ
会
社

に
離
職
率
の
認
識
を
問
う
と
、

他
の
会
社
の
話
と
い
う
感
覚
。

▼
直
接
交
渉
で
き
る
環
境
作
り

に
地
本
も
力
を
入
れ
て
。

▼
山
下
駅
、
鍋
も
な
く
食
事
に

も
支
障
。
自
分
で
買
え
ば
簡
単

だ
が
そ
れ
で
は
闘
い
に
な
ら
な

い
。
ブ
ロ
ッ
ク
長
も
「
仕
事
に

必
要
な
も
の
を
自
分
で
買
う
と

い
う
こ
と
は
、
資
金
補
て
ん
だ
」

と
話
す
。
一
つ
で
も
労
働
条
件

の
改
善
に
向
け
取
組
み
を
進
め

た
い
。

仙
台
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル

同
一
労
働
で
低
賃
金

▼
2
月
に
嘱
託
社
員
。
基
本
給

14
万
、
調
整
給
4
万
で
約
18
万

円
が
基
本
給
。
55
歳
で
3
割
カ
ッ

ト
、
60
歳
で
半
分
に
。

こ
れ
ま
で
と
同
じ
職
場
で
同

じ
仕
事
、
責
任
も
取
ら
さ
れ
賃

金
だ
け
が
下
が
る
。

東
北
ロ
ジ
に
嘱
託
社
員
と
し

て
組
合
員
が
4
人
、
休
日
が
少

な
い
等
労
働
条
件
が
厳
し
い
。

改
善
を
交
渉
で
求
め
て
い
る

が
、
ス
ト
レ
ー
ト
な
改
善
が
な

い
。
本
体
職
場
と
分
会
が
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
改
善
に
向
け
交
渉

に
力
を
入
れ
る
。
地
本
も
更
に

力
を
入
れ
る
よ
う
要
請
す
る
。

仙
台
分
連
協

伊
藤
事
務
局
長

様
々
な
取
組
み
の
提
起
を

▼
仙
台
建
築
。
2
月
段
階
で
5

月
退
職
の
方
に
提
示
が
な
く
、

分
会
と
し
て
現
場
長
に
確
認
し

本
人
か
ら
も
要
請
。
そ
の
後
そ

の
方
と
来
年
2
月
退
職
す
る
方

に
提
示
あ
り
。
し
か
し
来
年
2

月
の
方
は
郡
山
Ｂ
Ｔ
を
希
望
し
、

空
き
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
希

望
叶
わ
ず
。
そ
の
後
奥
様
が
体

調
を
崩
し
介
護
休
職
に
…
。

▼
仙
台
分
連
協
で
の
議
論
を
経

て
、
再
雇
用
に
つ
い
て
の
署
名

の
提
案
を
し
た
。
今
後
取
組
み

た
い
の
で
協
力
を
。

▼
労
働
契
約
法
20
条
に
つ
い
て

学
習
会
等
の
提
起
を
要
請
す
る
。

▼
質
問
。
エ
ル
ダ
ー
先
で
の
国

労
の
交
渉
は
可
能
か
。

テ
ク
ノ
サ
ー
ビ
ス

６
５
歳
ま
で
働
く
の
が
正

し
い
の
か
…

▼
Ｊ
テ
ッ
ク
郡
山
に
勤
務
。
若

松
か
ら
6
時
36
分
の
列
車
、
帰

り
は
17
時
42
分
。
日
勤
で
毎
日

19
時
に
帰
宅
。
帰
れ
ば
寝
る
だ

け
の
生
活
。
今
月
誕
生
日
で
63

歳
、
44
年
勤
続
で
年
金
が
満
額

支
給
に
な
る
。
今
後
の
人
生
ど

う
す
る
の
か
…
と
、
家
族
と
相

談
し
2
年
残
し
て
退
職
を
決
意
。

組
織
に
は
世
話
に
な
り
感
謝
。

▼
福
島
県
支
部
の
支
部
エ
ル
ダ
ー

交
流
会
。
今
年
で
3
年
目
、
年

4
回
集
ま
り
、
こ
の
4
月
に
9

回
を
数
え
た
。
「
職
場
の
労
働

条
件
ど
う
す
る
の
か
」
と
い
う

問
題
意
識
が
始
ま
り
。

回
を
重
ね
る
ご
と
に
本
音
が

聞
か
れ
、
思
い
や
苦
し
み
を
出

し
合
い
仕
事
に
向
か
う
と
い
う

こ
と
の
繰
り
返
し
。

本
体
現
職
と
の
交
流
で
は
、

「
提
示
が
遅
い
、
職
場
が
な
い
」

な
ど
苦
し
い
状
況
も
聞
こ
え
て

く
る
よ
う
に
な
り
、
「
44
年
の

特
例
、
う
ら
や
ま
し
い
な
」
の

声
も
。
し
か
し
通
勤
が
堪
え
る
。

1
時
間
、
場
合
に
よ
っ
て
は
1

時
間
半
は
き
つ
い
。
「
地
元
だ
っ

た
ら
…
」
の
想
い
も
頭
の
片
隅

に
あ
る
。

ま
た
管
理
者
が
占
め
て
い
る

職
場
に
配
属
さ
れ
れ
ば
人
間
関

係
が
上
手
く
ゆ
か
ず
、
話
を
す

る
こ
と
も
な
く
な
る
。
「
や
め

よ
う
か
」
と
悩
む
声
も
。
ま
た

は
「
後
進
に
道
を
譲
れ
ば
…
」

と
い
う
話
も
さ
れ
る
。

▼
60
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
は
ど
ん

ど
ん
体
調
が
悪
く
な
る
。
「
65

歳
ま
で
働
く
」
と
い
う
の
も
労

働
組
合
の
要
求
・
方
針
と
し
て

あ
る
が
、
最
近
間
違
い
で
は
な

い
か
と
感
じ
る
こ
と
も
。
も
っ

と
選
択
肢
が
あ
っ
て
い
い
。

▼
Ｐ
社
・
本
体
の
労
働
条
件
等

に
つ
い
て
組
合
員
が
共
通
の
認

識
に
立
た
な
い
と
解
決
に
至
ら

な
い
の
で
は
。
地
本
・
東
日
本

本
部
で
も
全
体
を
網
羅
す
る
交

流
会
を
作
る
事
を
考
え
て
。

地
域
の
交
流
会
の
継
続
を

▼
テ
ク
ノ
。
参
加
者
の
少
な
さ

に
驚
き
。
エ
ル
ダ
ー
組
合
員
が

１
６
５
人
い
て
10
人
足
ら
ず
。

エ
ル
ダ
ー
組
合
員
が
本
体
と
逆

転
す
る
状
況
に
な
っ
て
い
る
の

だ
か
ら
、
指
示
を
し
っ
か
り
。

▼
エ
ル
ダ
ー
交
流
は
郡
連
協
、

若
松
で
開
催
。
前
回
貨
物
の
Ｏ

さ
ん
が
参
加
、
ま
た
集
会
等
に

疎
遠
な
方
が
参
加
し
て
き
て
く

れ
た
。

▼
課
題
は
引
継
ぎ
。
自
分
も
来

年
3
月
で
辞
め
る
予
定
。
固
定

化
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
マ
ン
ネ
リ

の
打
破
が
必
要
か
。
ま
た
工
務

関
係
と
の
交
流
も
必
要
。
自
然

消
滅
し
な
い
よ
う
に
頑
張
る
。

Ｊ
Ｒ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

仕
事
を
覚
え
る
の
が
大
変

▼
エ
ル
ダ
ー
2
か
月
。
毎
年
多

く
の
エ
ル
ダ
ー
社
員
が
来
る
。

親
の
介
護
や
自
分
の
体
調
、
年

金
満
額
支
給
…
で
退
職
す
る
の

は
や
む
を
得
な
い
。
問
題
は
60

過
ぎ
て
新
し
い
仕
事
を
覚
え
る

の
は
体
力
的
に
大
変
で
あ
り
、

働
き
た
い
が
、
働
き
続
け
ら
れ

な
い
こ
と
。
そ
れ
で
辞
め
て
い

る
人
が
多
く
改
善
し
な
い
と
。

▼
自
分
た
ち
は
、
職
制
よ
り
組

合
の
先
輩
た
ち
か
ら
人
間
と
し

て
育
て
ら
れ
て
き
た
。
だ
が
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
労
組
が
な
く
、

ミ
ス
・
失
敗
し
た
人
を
責
め
苛

め
て
自
分
の
班
か
ら
排
除
し
よ

う
と
す
る
文
化
。
労
組
立
上
げ

と
ま
で
行
か
ず
と
も
、
働
く
も

の
を
育
て
る
文
化
を
作
り
た
い
。

整
骨
院
に
通
い
仕
事

▼
今
年
2
月
か
ら
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
。

新
幹
線
解
体
業
務
で
は
、
大
き

な
ハ
ン
マ
ー
を
振
り
込
む
が
、

筋
肉
痛
が
取
れ
な
い
。
台
車
は

重
量
物
を
扱
う
の
で
整
骨
院
に

通
い
な
が
ら
仕
事
し
て
い
る
。

65
歳
ま
で
働
き
続
け
ら
れ
る
の

か
、
不
安
を
抱
え
な
が
ら
の
仕

事
。

▼
集
会
等
に
集
ま
ら
な
い
と
い

う
指
摘
。
意
識
の
問
題
よ
り
仕

事
き
つ
く
て
ゆ
っ
く
り
休
み
た

い
と
い
う
の
が
本
音
と
思
う
。

テ
ク
ノ
サ
ー
ビ
ス

安
心
が
無
関
心
に
‥

▼
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
で
ご
み

分
別
業
務
。
現
在
は
嘱
託
。
エ

ル
ダ
ー
が
9
人
い
る
が
、
残
念

な
が
ら
参
加
者
が
ゼ
ロ
。

一
人
だ
と
頑
張
る
が
、
仲
間

が
多
く
な
る
と
「
誰
か
が
や
る

だ
ろ
う
」
と
い
う
安
心
か
ら
か
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5
・
29

第
1
回
選
挙
管
理
委
員
会

6
・
1

バ
ス
東
北
経
協
・
夏
季
手
当
交
渉

6
・
4
～
5

組
織
対
策
経
験
交
流
会
（
大
阪
）

6
・
7

第
2
回
選
挙
管
理
委
員
会

6
・
8

バ
ス
東
北
夏
季
手
当
交
渉

6
・
10

仙
台
地
本
組
織
対
策
会
議

6
・
13

第
10
回
地
本
執
行
委
員
会
・
東
日
本
本
社
交
渉

6
・
17

安
プ
ロ
業
長
会
議
・
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
会
議

6
．
21

乗
務
員
勤
務
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

6
・
26

只
見
線
交
流
会

6
・
28

第
11
回
執
行
委
員
会
・
支
部
代
表
者
会
議

6
・
30

全
国
代
表
者
会
議

地
方
本
部
は
5
月
21
日
、
仙
台
市
内
に
お
い
て
、
「
エ
ル
ダ
ー
・

嘱
託
社
員
交
流
会
」
を
開
催
し
た
。

JR
東
日
本
お
よ
び
JR
貨
物
で
は
、
60
歳
定
年
退
職
を
迎
え

る
と
、
一
部
社
員
を
除
き
、
「
原
則
出
向
」
と
な
る
が
、
労
働

条
件
は
低
下
し
、
さ
ら
に
賃
金
は
激
減
す
る
。
ま
た
駅
の
業
務

委
託
化
な
ど
に
よ
る
若
年
出
向
も
激
増
し
て
い
る
。

地
方
本
部
は
こ
う
し
た
課
題
の
問
題
点
を
集
約
し
、
改
善
に

向
け
た
取
組
み
に
つ
な
げ
る
方
針
だ
。



無
関
心
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

▼
無
理
せ
ず
、
出
来
る
範
囲
で

頑
張
り
た
い
。
こ
の
集
会
に
は
、

「
エ
ル
ダ
ー
に
な
っ
た
ら
一
度

は
参
加
を
」
と
い
う
強
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
地
本
に
要
請
す
る
。

仙
総
所
支
部

渡
辺
執
行
委
員

エ
ル
ダ
ー
分
会
作
り
活
動

▼
支
部
の
エ
ル
ダ
ー
担
当
。
支

部
で
は
昨
年
3
回
に
分
け
て
意

見
交
換
会
を
行
っ
た
。
春
闘
要

求
の
す
り
合
わ
せ
や
精
査
も
す

る
こ
と
も
。

▼
年
1
回
、
支
部
と
し
て
も
エ

ル
ダ
ー
社
員
交
流
会
を
実
施
。

ま
た
台
車
分
会
で
は
エ
ル
ダ
ー

分
会
を
作
り
、
自
覚
を
も
っ
て

活
動
し
て
い
る
。

▼
エ
ル
ダ
ー
先
、
ま
だ
4
人
が

未
提
示
。
会
社
が
作
っ
た
制
度

で
あ
り
、
会
社
に
守
ら
せ
る
取

組
み
を
地
本
か
ら
も
強
く
要
請

す
る
こ
と
。

▼
ア
ス
ベ
ス
ト
。
健
康
管
理
手

帳
取
得
に
向
け
て
取
組
み
を
強

化
す
る
。

郡
山
総
合
鉄
道
部

要
員
不
足
で
退
職
出
来
ず

▼
郡
山
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
で
フ
ロ

ン
ト
業
務
。
外
回
り
は
コ
ン
テ

ナ
の
積
み
付
け
検
査
、
中
で
は

コ
ン
テ
ナ
の
座
席
取
り
（
発
送

準
備
）
。

▼
今
年
2
月
地
元
に
戻
っ
た
が
、

過
去
9
年
間
郡
山
か
ら
仙
台
に

通
勤
。
新
幹
線
の
通
勤
費
で
標

準
報
酬
額
が
高
く
、
年
金
掛
け

金
と
健
康
保
険
が
高
額
に
。
こ

の
ま
ま
仙
台
で
あ
っ
た
ら
退
職

を
考
え
て
い
た
。

▼
貨
物
嘱
託
制
度
は
年
金
満
額

支
給
ま
で
が
基
本
。
現
在
2
人

が
嘱
託
社
員
で
、
今
回
は
4
人
、

次
も
2
人
…
と
高
齢
化
。

郡
タ
の
輸
送
助
役
の
一
人
は
65

歳
で
退
職
の
扱
い
に
な
る
は
ず

が
、
本
社
特
認
で
輸
送
助
役
を

継
続
し
て
拝
命
。
臨
雇
で
は
な

く
嘱
託
扱
い
。
も
う
一
人
同
じ

扱
い
の
方
が
い
る
。
貨
物
全
体

で
何
人
か
、
調
査
が
必
要
。

▼
貨
物
の
嘱
託
社
員
は
本
体
に

残
留
組
と
別
会
社
出
向
組
2
通

り
。
ロ
ジ
に
行
け
ば
本
体
よ
り

13
日
も
休
日
が
少
な
く
厳
し
い
。

▼
信
号
扱
い
業
務
は
外
注
化
で

き
な
い
は
ず
で
あ
る
が
、
貨
物

石
巻
港
駅
は
以
前
か
ら
外
注
化

さ
れ
て
お
り
問
題
で
な
い
か
。

▼
今
日
は
青
年
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
議
と
重
な
り
そ
ち
ら
に
出
席

の
組
合
員
も
。
調
整
が
必
要
。

東
北
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス

月
給
制
に
し
な
け
れ
ば

▼
今
年
10
月
で
65
歳
。
ロ
ジ
の

前
身
は
東
北
フ
レ
イ
ト
サ
ー
ビ

ス
で
、
当
時
原
則
55
歳
出
向
制

度
が
あ
り
、
そ
の
受
け
皿
会
社
。

そ
の
後
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
社

員
募
集
し
て
か
ら
人
が
集
ま
り

始
め
、
今
は
貨
物
会
社
か
ら
は

数
え
る
ほ
ど
。

60
歳
以
上
の
人
が
メ
イ
ン
で

あ
り
、
目
い
っ
ぱ
い
働
く
こ
と

は
な
い
と
言
う
が
、
自
衛
隊
出

身
が
4
人
。
時
間
前
か
ら
働
く

よ
う
な
方
々
に
よ
っ
て
、
働
き

方
の
ス
タ
イ
ル
が
変
わ
っ
た
。

▼
3
年
前
か
ら
最
近
高
卒
も
雇

用
。
自
分
の
職
場
で
は
今
年
高

卒
2
人
、
本
社
役
員
の
息
子
が

2
人
。
ど
ち
ら
も
30
歳
超
で
大

卒
。
ど
う
い
う
経
緯
で
入
っ
て

く
る
の
か
。
ロ
ジ
の
労
働
条
件

は
厳
し
い
。
自
分
は
基
本
給
14

万
、
手
当
ト
ー
タ
ル
約
18
万
。

若
い
人
は
13
万
程
度
。
年
齢
保

障
が
あ
っ
て
も
微
々
た
る
も
の
。

こ
の
先
若
い
人
た
ち
は
退
職
ま

で
働
い
て
い
け
る
の
か
話
を
し

て
い
き
た
い
。

▼
春
闘
、
東
北
協
議
会
が
ロ
ジ

と
交
渉
。
現
在
正
社
員
で
な
い

方
は
日
給
月
給
で
一
日
6
千
円
。

7
千
5
百
円
に
上
げ
る
交
渉
を

し
た
が
、
日
給
月
給
だ
と
休
日

を
増
や
せ
と
い
う
要
求
に
な
ら

な
い
。
月
給
制
に
し
て
休
日
増

を
要
求
す
べ
き
。

▼
ロ
ジ
は
70
歳
ま
で
働
い
て
も

ら
い
た
い
よ
う
だ
。
人
手
不
足

で
要
員
確
保
し
た
い
か
ら
。

▼
エ
リ
ア
に
質
問
。
例
え
ば
首

都
圏
で
は
業
務
委
託
駅
が
4
割
、

今
後
増
加
し
て
い
く
と
い
う
が
、

で
は
組
合
と
し
て
ど
う
い
う
闘

い
を
作
る
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
が

あ
る
の
か
ど
う
か
。

▼
分
会
運
動
、
分
連
協
の
運
動

に
つ
い
て
。
「
今
交
渉
し
て
い

る
か
ら
（
こ
れ
か
ら
交
渉
す
る

か
ら
）
待
っ
て
く
れ
」
と
い
う

ス
タ
ン
ス
が
あ
っ
た
。
分
会
運

動
・
分
連
協
運
動
を
つ
む
こ
と

に
な
ら
な
い
か
。

Ｊ
Ｒ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

隠
蔽
体
質
の
改
善
を

▼
2
回
目
の
参
加
。
車
体
分
会

だ
が
台
車
の
業
務
。
J
テ
ッ
ク

一
年
、
そ
の
後
統
合
で
Ｔ
Ｍ
に

2
年
勤
務
。
普
段
か
ら
仲
間
同

士
の
話
は
あ
る
の
で
こ
う
し
た

会
に
も
参
加
で
き
て
い
る
。

ま
た
後
輩
た
ち
が
毎
年
入
っ

て
く
る
の
で
嬉
し
い
。

▼
数
日
前
、
入
換
線
の
レ
ー
ル

に
エ
ア
ー
ス
プ
レ
ー
缶
が
落
ち

て
い
た
と
い
う
こ
と
で
、
犯
人

探
し
で
何
回
も
聞
き
に
来
た
。

こ
う
し
た
事
象
に
は
会
社
は

一
生
懸
命
。
し
か
し
自
分
た
ち

は
ど
う
な
の
か
。

▼
昨
年
助
役
が
詐
欺
行
為
で
懲

戒
免
職
処
分
さ
れ
た
が
、
新
聞

で
初
め
て
知
っ
た
。
会
社
と
し

て
は
一
切
公
表
し
て
い
な
い
。

▼
3
月
、
J
テ
ッ
ク
の
女
性
清

掃
員
が
更
衣
室
清
掃
中
、
助
役

が
そ
の
部
屋
の
カ
ギ
を
か
け
た

と
の
噂
あ
り
。

▼
昨
年
の
基
地
ま
つ
り
。
一
般

開
放
中
、
3
階
の
階
段
の
隙
間

か
ら
子
供
が
転
落
し
て
打
撲
と

骨
折
。
不
幸
中
の
幸
い
だ
が
、

一
歩
間
違
え
れ
ば
。
こ
れ
も
救

急
車
が
来
て
わ
か
っ
た
。
何
の

話
し
も
な
く
、
終
わ
っ
て
か
ら

打
ち
上
げ
も
し
て
い
る
。
自
分

た
ち
の
こ
と
は
隠
蔽
し
、
作
業

者
の
ミ
ス
は
徹
底
追
及
す
る
。

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
違
反
。

▼
エ
ル
ダ
ー
先
は
な
い
と
い
う

が
幹
総
に
は
あ
る
と
思
う
。
会

社
が
探
さ
な
い
だ
け
。

東
北
総
合
サ
ー
ビ
ス

低
賃
金
で
辞
め
て
い
く

▼
昨
年
5
月
エ
ル
ダ
ー
。
仙
台

南
口
と
言
わ
れ
、
当
時
泊
ま
り

勤
務
月
11
回
。
大
変
な
時
は
大

変
と
言
う
こ
と
。
そ
の
後
昨
年

12
月
20
日
に
陸
前
山
下
駅
に
異

動
。
女
性
で
は
初
め
て
の
一
人

勤
務
。

▼
（
振
り
返
れ
ば
）
震
災
時
は

4
時
間
半
か
け
て
通
勤
（
接
続

悪
い
）
。
意
地
で
も
辞
め
な
い

と
頑
張
っ
た
。
お
か
し
い
こ
と

は
遠
慮
せ
ず
に
言
っ
て
き
た
。

で
も
帰
さ
れ
る
と
は
思
わ
な

か
っ
た
。
更
に
遡
っ
て
直
営
店

出
向
時
は
、
7
人
位
に
囲
ま
れ

て
「
辞
め
ろ
」
コ
ー
ル
も
さ
れ

た
こ
と
も
。
そ
う
し
た
悔
し
さ

を
バ
ネ
に
通
勤
と
運
動
を
続
け

ら
れ
た
。

▼
女
性
部
活
動
。
せ
っ
か
く
Ｏ

さ
ん
が
加
入
し
て
く
れ
た
。
申

し
訳
な
く
て
や
め
ら
れ
な
い
。

▼
み
ど
り
の
窓
口
、
仙
台
駅
南

口
、
仕
事
は
き
つ
く
大
変
、
昨

年
入
っ
た
子
達
は
も
う
全
員
辞

め
て
し
ま
っ
た
。
手
取
り
10
万

で
家
賃
6
万
と
か
…
。
会
社
に

も
の
を
言
え
ず
、
仲
間
の
悪
口

の
言
い
合
い
に
。
以
前
の
職
場

の
子
た
ち
か
ら
「
戻
っ
て
き
て
」

の
声
。
し
か
し
「
自
分
た
ち
が

も
の
を
言
わ
な
い
と
変
わ
ら
な

い
よ
」
と
言
い
続
け
て
い
る
。

仙
建
工
業

労
基
署
も
要
注
意
の
会
社

▼
昨
年
2
月
仙
建
工
業
に
。
仙

建
5
月
1
日
現
在
で
総
数
９
０

６
人
、
正
・
準
社
員
５
７
５
人
、

Ｊ
Ｒ
か
ら
の
出
向
者
１
７
２
人
、

非
正
規
（
契
約
・
嘱
託
・
派
遣

等
）
１
５
９
人
。
全
体
の
36
％

強
が
仙
建
社
員
で
な
い
も
の
で

構
成
さ
れ
て
い
る
。

東
北
の

建
設
業
で
最
大
規
模
と
言
わ
れ

て
い
る
。

し
か
し
、
昨
年
6
月
か
ら
11

月
ま
で
の
期
間
で
、
宮
城
・
岩

手
・
青
森
・
福
島
の
各
県
で
10

回
の
臨
検
が
あ
っ
た
。
（
臨
検

＝
労
基
署
の
監
督
官
に
よ
る
事

業
所
へ
の
立
ち
入
り
検
査
）

そ
の
内
訳
は
、
是
正
勧
告
2

件
（
36
協
定
違
反
）
、
労
働
時

間
の
超
過
（
月
１
２
０
時
間
以

上
の
残
業
）
、
過
重
労
働
に
よ

る
健
康
被
害
が
8
件
で
あ
る
。

そ
れ
ら
に
対
す
る
指
導
の
内

容
は
「
一
か
月
の
超
勤
を
45
時

間
以
内
に
す
る
こ
と
」
で
あ
っ

た
。
東
北
大
震
災
の
復
旧
工
事

の
対
応
で
、
長
時
間
労
働
が
原

因
の
自
殺
者
が
岩
手
県
で
出
て

お
り
、
一
昨
年
11
月
に
は
白
河

で
Ｂ
Ｒ
に
挟
ま
れ
た
労
災
死
亡

事
故
も
あ
る
。
労
基
署
も
「
注

意
す
べ
き
会
社
」
と
し
て
い
る

よ
う
だ
。

▼
自
分
は
土
木
分
野
だ
が
、
労

働
時
間
の
管
理
が
全
く
な
っ
て

い
な
い
。
土
曜
日
で
も
責
任
出

番
者
以
外
4
～
5
人
出
て
き
て
、

カ
ウ
ン
ト
し
て
い
な
い
様
子
。

仙
建
の
労
働
組
合
は
Ｊ
Ｒ
東
労

組
に
入
っ
て
い
る
が
、
労
働
組

合
の
話
題
は
全
く
な
い
。
何
か

し
ら
の
取
組
み
を
模
索
し
て
い

か
な
け
れ
ば
。

第２７３８号 国労せんだい ２０１７年７月５日

団結 抵抗 統一

退
職
の
お
知
ら
せ

5
月
31
日
付

佐
藤

真
司
さ
ん

山
形
連
合
（
退
職
）

橋
本

秀
夫
さ
ん

仙
台
駅
連
（
退
職
）

荒
川

義
克
さ
ん

仙
台
建
築
区
（
Ｂ
Ｔ
仙
台
）

七
海

弘
昌
さ
ん

郡
山
駅
連

（
Ｔ
Ｓ
Ｓ
矢
吹
駅
）

難
波

和
夫
さ
ん

福
島
地
区

（
日
本
リ
ー
テ
ィ
ッ
ク
）

遊
佐

清
敏
さ
ん

小
牛
田
駅
連

（
Ｔ
Ｓ
Ｓ
鹿
島
台
駅
）

後
藤

義
弘
さ
ん

東
工
所
（
退
職
）

藤
田

香
さ
ん

小
牛
田
運
輸
区

（
テ
ク
ノ
小
牛
田
）

家
子

栄
悦
さ
ん

小
牛
田
運
輸
区

（
テ
ク
ノ
小
牛
田
）

菅
原

一
夫
さ
ん

小
牛
田
保
線
区

（
仙
建
小
牛
田
）

佐
々
木

正
彦
さ
ん

仙
台
保
線
区
（
退
職
）

〇
エ
ル
ダ
ー
退
職

増
子

喜
四
郎
さ
ん

仙
総
車
体
（
テ
ク
ノ
新
幹
線
）

弦
巻

満
さ
ん

郡
山
設
備

（
仙
建
郡
山
出
張
所
）

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た

仲
間
の
異
動

6
月
1
日
付

（
出
向
）

 

○
落
合

実
さ
ん

北
仙
台
駅

↓
Ｔ
Ｓ
Ｓ
北
仙
台
駅

（
一
般
異
動
）

〇
平
間

清
さ
ん

北
仙
台
駅
→
名
取
駅


